日時：8月6日（金）13：30～
場所：佐賀市立図書館２階
ロビーギャラリー

第30回佐賀市平和展　記念セレモニー録

【司会】
只今より、令和3年度、第３０回、佐賀市平和展　語りつごう、平和の尊さ 記念セレモニーを始めさせていただきます。本セレモニーは新型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえ、関係者のみのセレモニーとさせていただいております。あらかじめ御了承ください。
それでは開会に先立ち、主催者を代表いたしまして、佐賀市長 秀島敏行より、皆様に御挨拶申し上げます。

【秀島市長】
皆様、こんにちは。暑い中、お越しいただきまして、本当にありがとうございます。
今日、8月6日、朝8時15分に市役所のサイレンが吹鳴されました。今から76年前、あの日も暑かったでしょうか。今日の暑さ37度ということであります。70数年前は、33度か34度くらいで、止まっていたかもしれません。
暑さも今、酷くなっておりますが、あの日も、たぶん暑かったと思います。そういう中で、多くの方が犠牲になられました。8月9日は、お隣長崎でもあったわけであります。そういう悲惨な思いを二度としてはならない、させてはならないという思いで、佐賀市も平和展を開催することになって、30年目でございます。語りつごう、平和の尊さをということです。時間が経つとすぐ忘れてしまう、そういう辛い思い、そういったものを語りつぐことによって、平和の尊さを考え直そう、思い起こそうという趣旨のもとで、開催しています。準備をしていただきました関係者の皆さん、特に、語り部として繋いでいただく、佐賀市遺族連合会の皆さま、本当に御苦労さまでございます。また、いろんな催しに出品していただいた皆さんにも感謝を申し上げたいと思います。

私は今年、79歳になりました。いつも申すことですが、終戦の年は3歳になったばかりでした。7月生まれですので。だから、ほとんど戦争のことは覚えていませんが、今でいうと、佐賀市の大崎、あるいは北川副、そして諸富、あっちの方向ですね。私は本庄の佐賀大学の西の方におりますので、大体、方角的にこういう方向でピカピカピカッと、こうしているのを、夜、思い出すわけでございます。それぐらいの部分でしか記憶に残っておりません。

私がいつも胸を打たれるのは、この写真です。これはもう皆さん何回も見られていると思います。アメリカの従軍カメラマン、ジョー・オダネルさんが撮った写真です。当初は公開していませんでしたが、後でこの写真を公開すると、原爆を落としたアメリカが辛い思いをするということで、アメリカの国内ではオダネルさんを裏切り者だとか批難する人が多かったけれども、やっぱり日本の悲惨さ、そして二度と戦争をしてはいけないという思いを訴えようということで、批難をはねのけて、亡くなるまでずっと平和運動された方だと思います。
この写真を見てみますと、背中におんぶされているのが1歳か1歳半ぐらいの子どもかなと思います。私は、この子よりもちょっと上だと思います。おんぶしているお兄ちゃんの方は、こうして見ると小学校の4年か3年か、そこら辺の感じがするのですね。だから今生きていらっしゃれば、85、86歳ぐらいだと思います。私からすると、この（おんぶされている）子どもが私よりもちょっと下で、おんぶしているのは私の兄ちゃんくらいです。長崎ですね。だから、場面が変わっていれば、私も背中におんぶされていて、今ここでしゃべることなんて出来ないような状況です。
そういう中で、非常に何とも言えないのが、お兄ちゃんの方ですね。気を付けしているわけですよね。そして、私は手を見たのですが、普通ならば、今の小学生は「気を付け」と言っても、こういうふうな感じにだらっとなるんですが、ピシッとしている。こういう感じですね。だから、その頃の教育がそういうふうだったと。気をつけの姿勢をしながら、もう亡くなった弟をおんぶしています。
それで、オダネルさんが書いていることは、「炎を食い入るように見つめる少年の唇に血が滲んでいる。少年があまりきつくかみ締めているため、血は流れることもなく、ただ少年の下唇に赤く滲んでいました。」。歯を食いしばって、我慢しながら、気を付けの姿勢で弟の火葬を待っている姿。これを見て、こういう姿を出していいのかということを、我々考えなきゃいけない。原爆はもちろんいけません。原爆だけじゃないと思います。この時代に、人を殺す、武器を持って殺す。そういう武器をつくっていいのかというのも問題になると思いますが、そういう武器を充実させるための競争をしていいのかというのもやっぱりこの写真が問うています。そういう意味で頑張らなきゃいけないのは、私たちじゃないかと。今生かしていただいている私たちじゃないか。そういうのをいつもこの写真を見ると思い出します。

戦争はあるとき、誰かが勝手にやり出すものじゃない。準備がちゃんとあります。時の政府を納める人が、国民の声を聞かなくなったときに危ないんですよね。日本を絶対そういう国にしてはいけないのではないかなと、私はいつもこの写真を見て思います。止める力、させない力は、私たちがつくっていかなければいけない、あるいは継続していかなければならない。その継続する役目を、遺族会の皆さんたちがしていただきますので、改めてまた感謝をしたいと思います。
こういうことを、本当はしなくてもいい、平和な楽しい国に生きていかなければなりませんが、非常に危うい状況、我々が油断すると、そういうふうになってしまうということをお互いに確認いたしまして、主催者を代表する挨拶にかえさせていただきます。本日は大変御苦労さまです。これからもよろしくお願いします。

【司会】
続きまして、今回の展示に御協力いただいた団体を代表し、佐賀市遺族連合会会長 山口貢様に御挨拶を頂戴いたします。

【山口会長】
皆さん、こんにちは。今、御紹介いただきました、私は佐賀市内の戦没者遺族会の会長をしております山口と申します。よろしくお願いします。今日は、佐賀市さん主催の平和展に参加させていただいて、感謝しております。

天皇陛下が令和になってから上皇様になられましたが、上皇様が天皇陛下の時代、こういうことを仰っていました。日本人は四つの日を忘れちゃいけないと。四つの日が何かというと、一つは6月23日、沖縄戦が終わったときです。それから二つ目が今日、8月6日、広島原爆の日です。三つ目が8月9日の長崎原爆の日、それから四つ目は8月15日の終戦の日ということですね。これを日本人として絶対忘れちゃ駄目よということを仰っておられます。
もうまもなく、8月15日が来ますが、昭和12年に始まりました日中戦争から太平洋戦争にかけて、多くの前途のある若者が戦場に送り出されました。北は極寒の満州、南は灼熱のニューギニアです。あの辺で、過酷な戦場で246万人という膨大な数の若者が命を失っております。今年で終戦して76年経ちますけども、そのうちの半分近い112万の兵隊さんの遺骨が、まだ異国の地に眠っているという状態であります。ですから、戦争は終わったと言いますが、本当であれば、最後の遺骨が日本に帰ってきて、肉親のもとに抱かれたときが、戦争が終わったということが言えるんじゃないかなと私は思っております。

終戦から76年経ちました。国民の8割以上が、もう戦争を知らないという世界になっております。私たち遺族が一番心配するのは、やっぱり戦争の記憶が、だんだん薄れていくということを一番心配しております。ただ、言えることは、76年経ちましたけど、我が国では、この間に戦争で弾に当たって戦死したという方は1人もいらっしゃいません。そういった面では、やっぱり我々が「戦争はいかんねと、戦争をしちゃいかんね」ということで、やっぱり平和国家を目指してきた結果じゃないかなと思っております。その中の一環として遺族会も、若干お手伝い出来ているのではないかなと思います。

[bookmark: _GoBack]私たち遺族会の務めは、まず一つは戦争で亡くなられた方の慰霊です。それから、我々、遺族の生活は良くなっていますが、当初は働き手をなくして、日本全体の方が困っている中で、特に遺族の人が大変だったということで、お互いに助け合いましょうという精神が強いです。そういうことで相互扶助。それから三つ目が、今お話が出ましたように、やっぱり遺族じゃないと語りえない戦争のむごさとか、平和の尊さを若干でも知っておりますので、これをぜひ次の世代を担う人に繋いでいきたいということで、要は平和の語り部という形で活動をさせていただいております。ただ我々も、もう私なんかがちょうど遺児ですね、遺児が遺族会の中核を担っておりますけど、もう平均年齢80歳を超えました。あと活動できるのは何年かなというところです。我々の後を継いでもらおうということで、我々の子ども、孫、ひ孫、こういう方たちを青年部というような形で育てあげていくところであります。そういうことで、微力ではありますが、これからも平和について、少しでもお手伝いできることがあればということで、これからも頑張っていきたいと思います。

終わりになりましたが、この平和展が、成功裏に終わりますように、祈念申し上げまして、挨拶といたします。どうも今日はありがとうございます。
